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　　　ｃ－39　　謳蘇に倉づ-3淋ｲｦ宏にタいマタ一声貳（第脊丿阪）

　　　　　　乖凛犯び蘆氷・ｊリ4嘲返答　謳憾こすコ

　公的丿印岐寸路慨叉ブー宅1卜入､俸々ヒズ鄙位i k-でよクに巍丿

冶心^フャヽずラ雅にづにあ牡声んこけ､巍女勿長漓"9 ヂで知てタい？簾薦粕が刄き朽

rJt７艮。

　方渉、斧渫尊蓼肛名乏倒影^レ、ヴガタこイ体^-湘槍ず-^ "ci^やλ-^脊振り方冰竹

哨色4づ瓜フb.しいこ. 芙寝なぺ^鴻吸咲痩色打μフに。

　知義ヴ^ 叉り^ ザザ^ 、身にくいS均吸芦に趨－少さりいﾌ郡匯に秀多湘べか･乙

よ。マそまり、ま礼節衷心昶ぶ･乙lつz タさく･:S妄く心づっとﾒべりかタ仁、仰多我舷

色菰い（翔^*#海リムを骸､に溥フズ'i煤か）ぱ. ダリアで支j^瀧ぺ4?*耗秀と携狐

ぺ巻べに;が･フマはケ合札平にカヂず乙銀施少夕人脅芦クずグ-t ぺを択イ1／（い、今

t-キブツ参池7ヽ錘粟に^わえいが乙卵扉/ヽや叉す双のずダ^ ﾏ一色雀イレ(B)、畷り鶏

1≒£'）逮り̂ず之ﾀこづ’溥りしり:g今夕似?牝｡

　　　　　　畿子一冊

C－40 和眠り着ｲ才･こ関する人間ヱｰ学的研柘一胴叢把<o蕭くす細こ及ぱ･す影厚

人民薫夭家‘短尺取戻　三冲芙升

　BtiV 島民･り看く,すれの原因乙して棟々考むられり゛奪回II肌い･,itﾉしI. 胴裏地

との関倖'ニ-7 ･てmiした。

　万ｼ歓　゛甲靫の胴裏地　･･ﾉ絹加χ　･勾ダr　頬加/.　3 コ　ホリぶｰｽかレiDO-/,　'3) /I?

}エース,'T＼レノびの3慄幾k夭験材冊乙して　／分間Mけのす調で　約庁'm.の距蔵i ヂ

？Staしt-歩竹，ぺ <7･色々　１;!^。。。^。ふc，K<i) スヲーツ7-｡考吟及びば・爽゛｀吝

さ(恋郊私散苧皮高さ)･こ李を剔方今- とI ／すイタIレ乙Iて/D 回繰色レ肺も乙の溥

くずれ。裾の声がｸ･り状態畢にフ･･て厦祭レ- 匙す■れす池の計測ｔ行っﾌﾆ。

　糾象d着痩の胴裏把のう岑で≒考くすれの比釈的たきヽヽﾆi のIt.ホ' り･ス尹･レ'/P〃

/. t■･あ!/ .小ハリ,のぼ. 蜻/心'/･<n% のであ，1こ. ダf たすにでか絹が入フてヽ.れ

ま　ヵな'1 考くすかを防ぐ: い喰禾!。


